　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年２月１８日

青森県知事　三村申吾　様            

　　　　　　　　　　　　日本サーフィン連盟青森支部長　 武山　靖
　　　　　　031-0803　青森県八戸市諏訪　1-1-7

　　　　　　　Tel & Fax  0178-22-3951

   　要望と質問書

　私たちは青森県の海、特に八戸から東通村へと続く太平洋に面した海岸でサーフィンをするものたちです。

　この青森県太平洋岸の一体の海は風光明媚であるとともに波も非常に良く、岩手や宮城、またシーズンともなれば関東地方からもたくさんのサーファーたちが訪れ、波と自然の美しさに感激して帰っていきます。それは私たち地元のサーファーにとっても誇りでありました。

　しかし六ヶ所村の再処理工場のことを知り、これからどうしていけば良いのだろうという不安が頭を離れません。日本原燃のPRセンターへ行ったり、同社や資源エネルギー庁が発行している冊子を見ても「自然界にある放射線以下だから大丈夫」とか「影響は0.022mSvで十分に安全な値」ということしか書いてありません。一方で「放射能はどんなに低い値でも危険」とか「イギリスやフランスの再処理工場周辺は汚染が進んでいる」という話も聞きます。

　いずれにしても私たちのように頻繁に海に入る者にとっては、放射能という危険な物質を海に流すという行為自体が信じられません。それが本当に微量だとしても、これほどエコロジーや環境の保全ということが叫ばれている時代において、まるで馬鹿げた行為だとしか思えません。

　さてそこで2、3の質問と要望があります。

質問1.　再処理工場から海へ放出する放射能については濃度の規制がな　　

　　　　いということを聞きましたが、それは本当なのでしょうか？

質問2.　質問１が本当なら、青森県ではなぜそれを規制しないのです　　

　　　　か？青森県の海を放射能で汚されることが平気なのですか？

質問3.　私たちサーファーはサーフィンをする時にかなりの量の海水を

　　　　飲んでしまいます。しかも頻繁にサーフィンをすると鼻と目の

　　　　間や耳に、一時的にではありますが海水が溜まります。このよ

　　　　うな現象により、サーファー本人やその子どもたちに不具合が

　　　　生じた場合は誰が責任を取ってくれるのでしょうか？

要望1.　どうぞ私たちサーファーが愛する海を放射能で汚すような工場

　　　　の稼動は許可しないで下さい。

以上３つの質問と１つの要望に、文書で3月５日までにお答えください。いただいたお返事は、青森県内はもとより全国のサーファーたちに伝えていきます。
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